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ROTARY INTERNATIONAL
Service Above Self・He Profits Most Who Serves Best

国際ロータリーの使命（Mission of Rotary International）
国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会のリーダーのネットワーク
を通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、世界理解、親善、平和を
推進することである。

四つのテスト
言行はこれに照らしてから
1. 真実かどうか
2. みんなに公平か
3. 好意と友情を深めるか
4. みんなのためになるかどうか

The Four-Way Test
Of the things we think, say or do 
1. Is it the TRUTH?
2. Is it FAIR to all concerned?
3. Will it build GOOD WILL and BETTER FRIENDSHIP?
4. Will it be BENEFICIAL to all concerned?

ロータリーの目的（The Object of Rotary）
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるもの
と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を
高潔なものとすること。

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活
において、日々、奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を推進すること。
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Rotary Opens Opportunities
「ロータリーは機会の扉を開く」

国際ロータリー 
2020-2021年度会長

ホルガ―・クナーク

14年前、ロータリーはサンディエゴで初となる

国際協議会を開催いたしました。2020年の今、当

地で開催される最後の国際協議会となりましたが、

新たなリーダーシップの年度と共に、地区の重要

な仕事をチームの一員となって協力しましょう。

私もチームの一員です。

私は、ロータリーの成長に対し、数字を掲げて

成長を求めるようなことはしません。これまで数

字を掲げて成長を求めるたびに失敗に終わってき

たからです。皆さんには数字にこだわる代わりに、

有機的かつ持続可能な形で、いかにしてロータリー

を成長させることができるかを考えていただきた

いと思います。いかに現会員を維持し、クラブに

ふさわしい新会員を募れるか。そして、立ちはだ

かる課題に立ち向かうため、いかに組織を強くで

きるか。ポリオ根絶の取組によって、世界でロー

タリーの認識が高まっている絶好の機会に、行動

を起こさなければなりません。「太陽が出ている内

に屋根を修理しなければならない」のです。

多くの意味で、ロータリーは素晴らしい状態に

あります。財団も健全です。財団は世界で最高の

慈善団体の一つに数えられています。グローバル

補助金は増え続け、ロータリーは年々、国際的な

活動に注力するようになっています。

一方で、ロータリーはまた、興味深い形で進行

しています。今ではアジアのロータリアンの数が、

北米のその数を上回っています。特に人口の高齢

化が進む地域でロータリーが衰退し、老齢化して

います。

何もせずにこれまでの功績に満足していること

はできません。デジタル化が私たちにもたらした

打撃は予想を遥かに超えています。これまでもこ

の課題に直面していましたが、十分な対応が取ら

れてきませんでした。時間は私たちのためにスロー

ダウンしてくれません。

とは言え、私たちは急速な変化に負けません。

この機会を捉えて、ロータリーを成長させ、より

強く適応力を高め、中核的な価値観に沿ったロー

タリーとなるのです。人々をロータリーに惹きつけ

るのは、友情と人脈作りの機会です。私たちは人

との交わりを楽しみます。世界のどこに行こうと、

出合ったロータリアンと親友になり、もっと一緒に

時間を過ごしたいと感じています。私たちは、異

なる環境、異なる世代、言葉、文化を持っています。

ロータリーでの過ごし方さえ、国によって、また、

クラブによって異なります、この多様性こそがロー

タリーを素晴らしいものとしているのです。

私たちは、共有する価値観の元に集まっていま

す。私たちは皆、固い友情で繋がり「四つのテスト」

を信じています。
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ロータリーは奉仕プロジェクトを実施し、やり

遂げる機会を与えてくれます。これらは意義があ

り、持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、

寄付だけではなく、奉仕活動も行い、その奉仕が

もたらす持続可能なインパクトをこの目で見るこ

とができます。

ロータリーは、奉仕のアイデアを実施するため

に、世界を旅する機会を私たちの多くに与えてき

ました。

ロータリーはまた、リーダーシップの機会を与

えてくれます。自分自身の栄光のためだけではな

く、ロータリーのために、ロータリーのネットワー

クを強化する機会です。だからこそ、クラブが強

いのです。奉仕の力は強いクラブから生まれます。

将来を考えた時、待ち受ける課題に取り組むた

めに、ロータリーは充分手を尽くしていると言える

でしょうか。ロータリーは変わらなければいけない

し、必ず変わります。古き良きロータリーではなく

なったというロータリアン仲間がいたとしても、変

わらなければならないのです。ポール・ハリスが

言ったように、時に革命的でなければなりません。

そして、革命的であるべき時はまさに今なのです。

新クラブの設計者は、若い人であるべきです。多

くの若者にとって一緒に座って食事をすることは、

一番良い例会の方法ではありません。今の若者は、

奉仕を楽しみ、活動的でありたいと望んでいます。

一方で、ロータリアンとなるのにふさわしくない

年齢などないということも覚えておきましょう。年

齢にかかわらず、誰でも歓迎いたします。どの年

齢の人も、与えることのできる大切な何かを持っ

ています。若いロータリアンに働きかけながらも、

他の年齢の人を忘れてはなりません。また、クラ

ブに、そしてリーダーの役職に、もっと多くの女

性が必要なのです。人々のためにリーダーシップ

への道を切り開いてあげることこそ、真のロータ

リーの理念であり、そうすることで、皆さん自身

がより効果的なリーダーとなります。

ロータリーはクラブに入会するというだけでな

く、無限の機会への招待です。ポリオ根絶の様に

大規模で歴史的プロジェクトから、地域社会での

ささやかなプロジェクトや一本の植樹まで、奉仕

する機会への扉を開いてくれます。

私たちの中核的価値観を元に、世界中の友人た

ちと共に、より豊かで意義ある人生への扉を開い

てくれます。私たちのあらゆる活動が、どこかで、

誰かのために機会の扉を開いてくれます。したがっ

て私たちの新年度のテーマは「ロータリーは機会

の扉を開く」です。
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2020-2021年度 2670地区ガバナー方針
「行動するロータリーを目指そう」
（Let’s Take Action & Change Together）
―基本理念から新しい流れへ―

はじめに
パンデミックウイルス感染緊急事態宣言について

地区運営方針を述べるにあたり、会員の皆様に
まずもってお知らせいたしたいことは、2020年２月
頃より世界的規模で大流行となったコロナウイルス
のパンデミック感染がおこり、連日、世界中に拡散
中との報道がされていることは、皆様、ご承知のと
おりであります。全世界で経済活動、物流、移動
等の制限が起こり、各種の会議、集会等も全て休会、
中止となっております。ドイツの首相等は、百年に
一度の伝染病による混乱であり、第二次大戦に匹
敵するウイルスとの戦いであるとまで国民に訴えら
れています。

国際ロータリー活動、また、地区、クラブの活動
も例外ではなく、非常な制限を受けており、まさに
今まで経験したことがない非常事態にあります。今
年度は、従来行われてきたいろいろなロータリー活
動が止まってしまい、十分な意思疎通が困難となっ
ておりますこと、大変恐縮いたしておりますが、会
員の皆様にはご理解頂きたく存じます。

2020年前半に予定していた各種会合はほぼ全て
中止となりましたが、２月のPETS、DTTSの会合
は何とか開催されまして、次期クラブ会長、ガバナー
補佐、地区委員長様等の皆様には私の地区運営方
針をお伝えできましたことは幸いでした。３月の地
区研修協議会は開催困難となり、今年度は小冊子
にまとめた文章、記事と、クナークRI会長のテーマ
講演DVDディスクを各クラブ、会員の皆様に送付
させて頂き、これで代用するという方法をとらざる
を得なくなりましたので、ご理解下さい。

今後につきましては、このパンデミック感染の推
移次第だと思っておりますが、まだまだ混乱は続く
と予想されます。会員の皆様には、その都度ご連

絡して意思疎通を図りながら、可能な限りの地区運
営を行っていくつもりですので、ご協力の程、お願
いいたします。
地区方針の概略

2020年度のRI会長ホルガ―・クナーク氏のRIテー
マは「Rotary Opens Opportunities」となりました。
日本文では「ロータリーは機会の扉を開く」となっ
ております。Opportunityという言葉のニュアンス
は、行動したり、目的、希望を達するのに都合の良
い機会、状況という意味で、偶然の機会は含まな
いようです。クナーク氏の説く真意は、ロータリー
はロータリーと接してくるあらゆる人々に対してあ
らゆる機会を提供する準備があるし、また、その機
会を利用して頂きたいといことのようです。

ロータリーの提供する機会の扉を開いて入ったそ
の先の部屋には、さらなる世界、展開が待っている
との考え方で、今以上のロータリーや人々の飛躍を
願っていると思われます。

会員の皆様もご承知の様に、ここ数年前よりRIは
規定審議会で次々と定款、細則の変更を打ち出し
てきています。革新性、柔軟性を重視して、会員増強、
寄付促進、奉仕プロジェクトの充実、公共イメージ
向上等を強調するようになってきています。一方で、
親睦を基盤としたクラブ奉仕や自己研鑽、更に職業
奉仕を主体としたロータリーの伝統的な考え方がや
や薄れつつあり、古参の会員の皆様にはやや戸惑
われているような感があります。しかし、昨今の情
報化等を主体とした世界の激しい社会構造の変化
の中で、私はRIや世界のロータリアンの考え方の変
化、方向性は今後共、もう元に戻ることはなく、将来、
今より更なる革新的な変化が起こる可能性があると
考えております。

一方で、ロータリー活動の原点である各クラブ、

国際ロータリー 第2670地区
2020-2021年度ガバナー

篠原  　徹
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ロータリアンの自主性、独自性は最大限尊重される
べきであり、日本のロータリークラブの伝統的な考
え方、地区運営のやり方等、伝統と継続性も非常に
大事だと考えております。

私は、本年度の地区方針を表題の様にいたしま
したが、これは従来のロータリーの基本理念、哲学
を無視して、RIの変化だけを重視すべきだと思っ
ているわけではありません。むしろこれからは、四
つのテスト、四つのロータリーの目的、五つの中核
的価値観等に代表される理念、哲学は、精神のバッ
クボーンとしてしっかり堅持しないとロータリーの
存在意義がなくなり、この点では、世界のロータリー
は一致していると思っております。

従って、今年度は、RI、世界のロータリーの新
しい流れを否定的に捉えるのではなく、適応しつ
つ、従来の伝統的運営のやり方をふまえながら変化
していきたいと思っております。ロータリーは人道
的、教育的な奉仕団体であり、また、善意の人々の
自主的な集まりの団体ですので、形式上の考え方の
相違はありましても、根本的なところでは世界中変
わらないと考えております。今年度は世界とあわせ
ながら前向きに行動して、少しずつ変化していきま
しょうということを訴えたいと存じます。
今後のロータリーの方向性、目標

昨年、国際ロータリー（RI）理事会とロータリー
財団（TRF）は、今後の世界のロータリーが目指
すべき方向性、目標のビジョン声明を出しました。

「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身
の中で、持続可能なよい変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指しています」と
いう声明文です。

さらに付け加えて、ポリオ撲滅まであと一歩のと
ころまで来たロータリーは、次なる課題に取り組む
心構えができています。より多くの仲間を迎え入れ、
より大きなインパクトをもたらし、世界に変化を生
み出すための新たなビジョンに向けて行動する時が
来ています、との声明文です。
ロータリーの中核的価値観（Core Value）

（１）親睦（Fellowship）
（２）高潔性（Integrity）
（３）多様性（Diversity）
（４）奉仕（Service）

（５）リーダーシップ（Leadership）
今日の世界は、1905年の世界とは同じではありま

せん。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
テクノロジーによって繋がりや奉仕の新たな機会が
生み出されています。不変なのは、ロータリーを定
義付ける五つの中核的価値観です。
ロータリーの目的（Object of Rotary）

（１） 知り合いを広めることによって奉仕の機会と
すること（クラブ奉仕）

（２） 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事
はすべて価値あるものと認識し、社会に奉
仕する機会としてロータリアン各自の職業の
品位を高潔なものとすること（職業奉仕）

（３） ロータリアン一人一人が個人としてまた、事
業及び社会生活において、日々奉仕の理念
を実践すること（社会奉仕）

（４） 奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネッ
トワークを通じて国際理解、親善、平和を
推進すること（国際奉仕）

ロータリーの戦略的優先事項と目的
国際ロータリーとロータリー財団より今後５年間

の活動、行動計画を方向付ける四つの優先事項が
定められました。

（１）より大きなインパクトをもたらす
◦ポリオを撲滅し、残された資産を活用する
◦ロータリーのプログラム及びロータリーが提唱

する体験に焦点をあてる
◦活動成果を挙げて、それを測る能力を高める

（２）参加者の基盤を広げる
◦会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化する
◦ロータリーへの新しい経路を創りだす
◦ロータリーの開放性とアピール力を高める
◦活動成果とブランドに対する認知を築く

（３）　参加者の積極的な関わりを促す
◦クラブが会員の積極的参加を促せるよう支援

する
◦価値を提供するため、参加者中心のアプロー

チを開発する
◦個人的、職業的なつながりを築くための新たな

機会を提供する
◦リーダーシップ育成及びスキル研修の機会を提

供する
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（４）　適応力を高める
◦研究と革新、及び進んでリスクを負うことへの

意志を奨励する文化を築く
◦ガバナンス、構造、プロセスを合理化する
◦意志決定における多様な考え方を育むために、

ガバナンスを見直す
地区の全般的目標

（１）　各クラブの更なる基盤強化と充実
◦会員増強と会員の多様化を推進する。◦次世
代のリーダーを育成する。◦クラブを刷新し、柔
軟性で変えていく。◦CLP（クラブリーダーシッ
ププラン）で、クラブの長期目標を立てる。

（２）会員増強における入会勧誘の多様化を図る。
会員増強は引き続き第一の目標事項と考えら

れるが、強調したいのは、若い世代の方、女性
の方、定年後の入会希望の方、衛星クラブの方、
ローターアクター関係者の方等多様な人々の入
会を進める必要があると思っております。入会条
件はあまり強く規制せず、奉仕する意欲のある方、
また、職業上及び地域社会で善良な方等を基準
に勧誘すればよいのではと考えております。

（３）人道的、教育的奉仕への更なる行動と実施
◦ポリオ撲滅運動への継続支援。◦青少年活動、
交換事業への継続支援。◦ロータリー財団を利
用した奉仕活動の継続支援。◦ロータリー平和
センター、フェローへの継続支援。◦米山奨学生
への継続支援。

（４）公共イメージと認知度の更なる向上
◦寄付だけではなく、行動を主体とした奉仕を推
進する。◦他組織とのネットワーク作りや、クラ
ブ独自の活動に対する広報活動を推進する。◦
社会に対し、ロータリーのブランド力とイメージ
を再認識してもらう。

個別目標
（１）ポリオ撲滅運動

1985年開始以来、ロータリーの世界的支援事業
の代表的な一つになりました。ほぼ撲滅されつつ
ありますが、まだ２ヶ国で患者数が約200名前後
いるとのことです。本年度は撲滅は根絶という名
称に変更されました。「End　Polio　Now」とい
う標語の下に活動中です。ポリオプラス基金への
寄付を続けたいと思います。

（２）ロータリー財団（TRF）
アーチ・クランフの「世界で良いことをしよう」
の標語の下に、ロータリーの様々な奉仕活動を支
える資金を配分しています。また、全米の奉仕団
体を評価している第三者機関チャリティー・ナビ
ゲーターという機関より、ここ十数年間常にトッ
プの評価を受けている透明性の高い財団です。
日本は年次基金への寄付等、財団への寄付が多
い国で感謝されています。また、年次寄付ゼロ
のクラブは日本全体でなく、これも大変評価され
ています。本年度も全クラブ寄付ということにご
協力をお願いします。また、地区補助金（DDF、
GF）を更に有効に各プロジェクトに活用して一
層奉仕活動を進めましょう。

（３）米山奨学生支援事業
当地区は毎年20名前後の奨学生を支援していま
すが、選考生は全員誠実な学生ばかりで、有意
義な国際親善、交流事業と考えられます。本年
度も基金への寄付をよろしくお願いいたします。

（４）国際奉仕活動
当地区は、15歳～ 19歳の学生に青少年交換事業
を熱心に実施してきましたが、本年度もよろしく
お願いします。
◦短期交換：アメリカ、ニュジャージー第7470地
区との長年にわたる事業です。約20日間前後で
高校生がお互いの国を相互訪問して理解を深め
ています。
◦長期交換：約１年間にわたるアメリカ、オース
トラリアよりの高校生を主体に日本の高校生との
相互交換をする事業です。１年間の交換学生生
活で、どの学生もよい体験をして帰国しておりま
す。（付記：本年度は非常事態でプログラムは全
部中止となりました）

（５）青少年奉仕活動
当地区は、青少年活動に対する支援も熱心に行っ
てきましたが、本年度もよろしくお願いします。
◦インターアクトクラブ（IAC）：12歳より18歳ま
での学生が主体で、学校内での活動や社会活動
をロータリークラブの助言で実施しています。
◦ローターアクトクラブ（RAC）：18歳より30歳
までの成人参加のクラブですが、30歳の上限が
取り外され、若年層の社会人という広い解釈とな
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りました。また、RIの加盟クラブの一員となりま
したが、現在その地位等については、検討中で
あります。
◦ライラセミナー（RYLA）：第2680地区（兵庫）
との合同事業で、長い伝統があり、全国的にみ
ても大きな規模で行われている活動です。20歳
以上の成人を対象に、毎年春に小豆島、余島で
野外活動等を行っていますが、次年度より場所
が変更になる可能性があります。

（６）ロータリー平和センター、フェロー
国際紛争の調停、平和維持活動等に参加、従事
することを希望する学生を対象にした支援事業
です。世界では７校、日本ではICU １校だけが
指定されていますが、本年度も約100人のフェロー
が誕生しています。１人のフェローを育てるため
には、数百万円の援助がロータリーより支出され
ています。本年度も寄付をよろしくお願いします。

（７）ロータリー情報のペーパーレス化、簡素化
情報の交換はウェブサイト、メール等のオンラ
インツールが主体となっており、ロータリーの各
ウェブサイトや「My Rotary」を十分活用して情
報を得る必要があります。新入会時に全員に登
録してもらうことも必要かと考えられます。簡素
化の一例として、ロータリーの事務手続きの指針
であった「手続要覧」は、数年前まで約300ペー
ジ程あった記事が今年度は約70ページまでに削
減されています。今後は「ロータリー章典」のウェ
ブサイト等を通じて得る必要があります。

（８）青少年保護、危機管理の重要性
青少年奉仕、国際奉仕活動時におけるハラスメ
ント、事故対応等に対する危機管理を最近RIは
大変重要視してきております。RIJYEM（国際ロー
タリー日本青少年交換多地区合同機構）、地区危
機管理委員会、RYE-PCP（青少年交換プログラ
ム継続プラン、大規模災害時のプラン）等により、
普段から危機意識を持ち、活動を継続する必要
があります。

今後の課題と公式訪問について
第2670地区の特徴としましては、四国四県にまた

がっているという地理的特性があり、また、各県の
地域による特色、独自性等の伝統もあり、そのため
に意思疎通が不十分な面が多々あるようにも感じて

おります。一方で、共通することは、各県共に少子
高齢化が全国的に見ても進んでいる地域で、人口
減少、高齢化が急速に進んでいる中でのロータリー
活動の困難さに直面してることだと思っておりま
す。今までは、四国四県の融和を考え、また、公平、
平等に運営することに留意して、ガバナー事務所、
また、多くの委員会事務局は毎年四県による持ち回
り制で運営してきましたが、各県共に毎年、設立や
運営、予算に大きな負担がかかり、苦労しているの
が実情です。

地区運営の簡素化、合理化、節約等の観点から、
長年この問題が議論されてきましたが、まだ充分
なるコンセンサスが得られないままとなっておりま
す。今後は、若い会員やガバナー輩出クラブだけに
あまり負担をかけることなく、地区全体で運営、ガ
バナンスを行える体制に変化することが必要ではな
いかと考えております。

次に、「四国八十八カ所霊場と遍路道」をユネス
コの世界遺産登録にするという運動に対して、地区
より一層の支援、協力を続けて欲しいとの要望があ
ります。関係者によりますと、だいぶ、国としての
推薦候補の認定に近づいているとの情勢にあるよう
で、皆様のコンセンサスを得たいと存じます。過去
に世界RC百周年時の2004-2005年度に十大記念事業
の一つとして指定された経緯がありますが、その後
少し下火になっていたようです。

その他の地区としての長期ビジョンにつきまして
は、いろいろなご提案がありましたら、自由に討議
して目標を決めればよいのではと考えております。

クラブ訪問についてですが、本年度も74クラブを
例年通り訪問させていただく予定です。RIの方針を
お伝えすることが、第一の目的ではありますが、会
員の皆様と意見交換しながら、同じ同志（フェロー）
として親交を深めたいと考えております。どうか皆
様、肩ひじ張らずによろしくご協力いただきますよ
うにお願いいたします。

以上ですが、本年度も従来のロータリー活動は
継続、維持しつつも少しでも変えられることがあり
ましたら、前へ向かって行動しましょうと訴えたい
と存じます。会員の皆様の四国ワンチームの精神で
のご協力をお願いいたします。

−6−



2020-2021年度

国際ロータリー会長

国際ロータリー第2670地区　地区組織図

三宅徳三郎

宮本　　哲
宮崎　研一
中川　昌一
山中正二郎
入交太兵衛
今谷　健一
渡部　兼雄
福田　義郎
高瀬浅次郎
梶浦　暲一
中島　　源
近藤　良一
谷村　健助
大見　正俊
山田　静夫
牟禮　米一
濱川金兵衛
松野　　明
萩原　　茂
三宅　俊三
橋本　憲佳
佐々木善堯

井内　堯治
阿河　正昭
田村　俊久
須之内淳二
佐藤　成俊
三宅　洋三
吉村　雄治
原　　　勝
太田　英章
掛水　俊彦

松本　　東
桑原　信義
今井　正信
飯　　忠悟
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
木村大三郎
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一
大島　浩輔

※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
　
※
※
※
※

※
※
※

※
※
※
※

・

・

・

※

（1962-63）
（1975-76）
（1965-66）
（1967-68）
（1970-71）
（1971-72）
（1972-73）
（1973-74）
（1974-75）
（1976-77）
（1977-78）
（1978-79）
（1979-80）
（1980-81）
（1981-82）
（1982-83）
（1983-84）
（1984-85）
（1985-86）
（1986-87）
（1987-88）
（1988-89）
（1989-90）
（1990-91）
（1998-99）
（1991-92）
（1992-93）
（1993-94）
（1994-95）
（1995-96）
（1996-97）
（1997-98）
（1999-00）
（2000-01）
（2001-02）
（2005-06）
（2002-03）
（2003-04）
（2004-05）
（2006-07）
（2007-08）
（2008-09）
（2009-10）
（2010-11）
（2011-12）
（2012-13）
（2013-14）
（2014-15）
（2015-16）
（2016-17）
（2017-18）
（2018-19）
（2019-20）

地区歴代ガバナー

諮問委員会

永野　健生
伊東　省司
川人　洋一

（高知東）
（新居浜）
（徳島プリンス）

財務委員会
◎ ③高Ⅰ

②愛Ⅰ

①徳Ⅰ

桑原　征一
大島　浩輔
篠原　　徹
東　　邦彦

（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）
（中　村）

ロータリー会長賞地区選考委員会
◎ 愛Ⅰ

徳Ⅰ

香Ⅰ

高Ⅱ

太田　英章
松村　俊幸
東　　圭介

（高松南）
（高松東）
（高松東）

ロータリー財団監査委員会
◎ 香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

大島　浩輔
篠原　　徹

（徳島プリンス）
（高松東）

拡大カウンセラー
徳Ⅰ

香Ⅰ

篠原　　徹 （高松東）
ガバナー

香Ⅰ

桑原　征一
大島　浩輔
篠原　　徹
東　　邦彦

金地　行雄
安藤　賢一
中川　　透
坂井　幸博

（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）
（中　村）

（坂出東）
（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）

長期戦略委員会
☆
★
★
★
★
◎

④愛Ⅰ

④徳Ⅰ

③香Ⅰ

②高Ⅱ

④香Ⅱ

③愛Ⅰ

②徳Ⅰ

①香Ⅰ

松野　　明
須之内淳二
太田　英章
掛水　俊彦
桑原　信義
今井　正信
稲山　三治
豊田　章二
亀井　義弘
美馬　精一
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一
大島　浩輔

愛Ⅱ
愛Ⅱ
香Ⅰ
高Ⅱ
徳Ⅱ
香Ⅱ
徳Ⅰ
香Ⅰ
愛Ⅱ
徳Ⅱ
高Ⅱ
愛Ⅱ
徳Ⅰ
香Ⅱ
高Ⅰ
愛Ⅰ
徳Ⅰ

（松山東）
（松山西）
（高松南）
（高知北）
（阿波徳島）
（観音寺）
（徳島プリンス）
（高松南）
（松 山）
（鴨 島）
（高 知）
（松山北）
（徳 島）
（坂出東）
（高知東）
（新居浜）
（徳島プリンス）

大島　浩輔 （徳島プリンス）
直前ガバナー

徳Ⅰ

大島　浩輔
今井　正信
東　　邦彦

前田　直俊
藤原　賢治
瀬野　長久
濵﨑　直哉
岡内　誠司
林　　幸稔
秋山　佳弘
山村　亨二
太田　瑠美
鶴川信一郎
篠原　昌子

危機管理委員会
委員長（直前ガバナー）
パストガバナー
ガバナーエレクト
ガバナーノミニー
ロータリー財団委員長・地区研修リーダー
青少年奉仕委員長
国際奉仕委員会長期交換委員長
国際奉仕委員会短期交換委員長
青少年奉仕委員会インターアクト委員長
青少年奉仕委員会ローターアクト委員長
米山記念奨学委員長
広報・IT委員長
司法関係者/みずき法律事務所・弁護士
メディア関係者/㈱FM香川代表取締役
ガバナーパートナー

東　　邦彦 （中　村）
ガバナーエレクト

高Ⅱ

ガバナーノミニー

山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一

（徳　島）
（坂出東）
（高知東）
（新居浜）

指名委員会
◎ 徳Ⅱ

香Ⅱ

高Ⅰ

愛Ⅰ

（注記）☆カウンセラー　★オブザーバー　◎委員長　⦿実行委員長　○小委員長
　　　①、②等の表記は継続年数を表す

美馬　精一
蔭久　正順
明神　三幸
渡辺　　均
佐藤　允男

（鴨　島）
（高松東）
（中　村）
（新居浜南）
（徳　島）

職業奉仕委員会
☆
◎

徳Ⅱ

①香Ⅰ

③高Ⅱ

①愛Ⅰ

①徳Ⅰ

大島　浩輔
大平　哲雄
北岡　守男
井原　　伸
日田　良介
広浦　光紀
岡島　滋憲
髙関　忠三
白井　　聡

（徳島プリンス）
（四万十）
（高知中央）
（伊予三島）
（八幡浜）
（阿南南）
（御　所）
（高　松）
（善通寺）

会員増強・維持・退会防止委員会
☆
◎

徳Ⅰ

高Ⅱ

高Ⅰ

愛Ⅰ

愛Ⅱ

徳Ⅰ

徳Ⅱ

香Ⅰ

香Ⅱ

今井　正信
藤原　賢治

（観音寺）
（徳島プリンス）

青少年奉仕委員会
☆
◎

香Ⅱ

⑧徳Ⅰ

（インターアクト）
岡内　誠司
門田　義仁
井上　　孝
阿部　真弓
大泉真二郎
丁井　淳吏
白石　　宏
中村　秀樹
藤重　直紀

（高松北）
（仁　淀）
（仁　淀）
（今　治）
（阿波池田）
（鳴　門）
（御　所）
（高　松）
（高松北）

○ ①香Ⅰ

⑨高Ⅱ

①高Ⅱ

⑦愛Ⅰ

⑧徳Ⅱ

⑤徳Ⅱ

③徳Ⅱ

⑫香Ⅰ

①香Ⅰ

（ローターアクト）
林　　幸稔
西本　隆信
永井　東洋
井上　貞人
北野　将庸
浦川　和倫

（高松南）
（高知西）
（伊　予）
（北　条）
（徳島プリンス）
（高松中央）

○ ③香Ⅰ

⑥高Ⅱ

⑮愛Ⅱ

⑤愛Ⅱ

④徳Ⅰ

①香Ⅰ

（ライラ）
米山　徹太
野村　栄一
阿部　真弓
横井　裕惠
猪野恵一郎
髙橋　　徹
森　　廣一
橋口　基城
福島　啓之

（松　山）
（高知中央）
（今　治）
（東　予）
（松山南）
（伊　予）
（美　馬）
（高松北）
（坂出東）

○ ⑩愛Ⅱ

⑤高Ⅰ

⑥愛Ⅰ

②愛Ⅰ

⑲愛Ⅱ

①愛Ⅱ

⑬徳Ⅱ

⑤香Ⅰ

③香Ⅱ

（新世代）
山内　浩司
谷脇　匡晃
木村　敏明
木下　英雄
三好　　亘

（美　馬）
（高知西）
（今　治）
（松　山）
（美　馬）

○ ②徳Ⅱ

③高Ⅱ

②愛Ⅰ

②愛Ⅱ

①徳Ⅱ

須之内淳二
稲山　三治

（松山西）
（徳島プリンス）

（財）ロータリー米山記念奨学会
理　　事
評 議 員

愛Ⅱ

徳Ⅰ

須之内淳二
稲山　三治
秋山　佳弘
津田　久敬
野村　美尋
武田　倫和
石村　　浩
重松　宗孝
森　　雄司
髙畠　勝己
松浦　良彦
藤岡　雅彦
吉田　　茂

（松山西）
（徳島プリンス）
（丸亀東）
（高知北）
（高知南）
（高知西）
（川之江）
（今　治）
（松山南）
（徳島プリンス）
（徳　島）
（鳴　門）
（高松南）

米山記念奨学委員会
☆
☆
◎
副

愛Ⅱ

徳Ⅰ

⑩香Ⅱ

④高Ⅱ

②高Ⅰ

①高Ⅱ

⑥愛Ⅰ

③愛Ⅰ

②愛Ⅱ

⑤徳Ⅰ

②徳Ⅰ

②徳Ⅱ

③香Ⅰ

佐々木善教
山村　亨二
久保　英明
藤岡　直哉

（松山北）
（高松東）
（高知南）
（東　予）

広報・IT委員会
☆
◎

愛Ⅱ

①香Ⅰ

⑧高Ⅰ

③愛Ⅰ

地区幹事
坂井　幸博
尾﨑　　勝
槙塚　正福
川畑　省三
西山　正寛
井上　秀人
蔭久　正順
浜　　圭司
藤井　武志
三好　康治
東　　圭介
森　　和夫
山村　亨二
片松　保佳
藤野　譲二
橋本　幸子

代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
クラブ奉仕
職業奉仕
社会奉仕
国際奉仕
青少年奉仕
ロータリー財団
米山記念奨学
広報・ＩＴ
会員増強
公式訪問
ガバナー月信・地区概況

（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

地区会計
市原　行富
大西　央哲

会 計 長
副会計長

（高松東）
（高松東）

香Ⅰ

香Ⅰ

前田　直俊 （坂出東）
地区研修リーダー

香Ⅱ

地区研修委員会委員
篠原　　徹 （高松東）香Ⅰ

（高知東）
（高松中央）
（中　村）
（松山西）
（徳島南）
（坂　出）

柳澤　光秋
星合　　尚
大杉　幸雄
成瀬　要三
東内　　守
水科　賢司

社会奉仕委員会
☆
◎

高Ⅰ

②香Ⅰ

①高Ⅱ

①愛Ⅱ

③徳Ⅱ

①香Ⅱ

前田　直俊
大島　浩輔
佐々木善教
山田　戒乘
柳澤　光秋

（坂出東）
（徳島プリンス）
（松山北）
（徳　島）
（高知東）

規定審議委員会
◎
副

香Ⅱ
徳Ⅰ
愛Ⅱ
徳Ⅰ
高Ⅰ

（奨学金・学友・平和フェロー）
大森　克介
菅井　久勝

（松　山）
（松　山）

○

豊田　章二
前田　直俊
赤松　昭信

（高松南）
（坂出東）
（高松北）

ロータリー財団委員会
☆
◎
⦿

香Ⅰ

③香Ⅱ

⑪香Ⅰ

森脇　康之
濱田　　守
伊藤　成基
小原　康弘

（徳島プリンス）
（高知中央）
（西　条）
（高　松）

（ポリオ・プラス）
○ ④徳Ⅰ

②高Ⅰ

①愛Ⅰ

④香Ⅰ

⑪愛Ⅱ

⑥愛Ⅱ

（資金推進）
山崎広一郎
高畑　宏比

（高　知）
（徳　島）

○
副

⑫高Ⅱ

②徳Ⅰ

（資金管理）
堀　　祥二
大寺　健司

（高松南）
（徳島南）

⑨香Ⅰ

⑨徳Ⅱ

青木　博美
三倉　孝文
山村　一正
一藤　勝之
金﨑　敏明
栗田　欣典
米田　　均
塩田　　学

（美　馬）
（鴨　島）
（高知東）
（中　村）
（伊予三島）
（松山南）
（さぬき）
（坂出東）

○
副

○
副

⑨徳Ⅱ

⑩徳Ⅱ

②高Ⅰ

③高Ⅱ

③愛Ⅰ

②愛Ⅱ

⑨香Ⅰ

③香Ⅱ

（補助金・VTT）

北岡　守男
大平　哲雄
井原　　伸
日田　良介
広浦　光紀
岡島　滋憲
髙関　忠三
白井　　聡

（高松中央）
（四万十）
（伊予三島）
（八幡浜）
（阿南南）
（御　所）
（高　松）
（善通寺）

ガバナー補佐
高知第Ⅰ分区
高知第Ⅱ分区
愛媛第Ⅰ分区
愛媛第Ⅱ分区
徳島第Ⅰ分区
徳島第Ⅱ分区
香川第Ⅰ分区
香川第Ⅱ分区

（　　　　　）ヘルツォークトゥム・
ラウエンブルグ・メリンホルガー・クナーク

直前国際ロータリー会長
（ジケーター）マーク・ダニエル・マローニー 

国際ロータリー会長エレクト
（カルカッタ-マハナガル）シェカール・メータ

ロータリーの友
真屋　正明 （高松北）①香Ⅰ

PETS・DTTS
槙塚　正福 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

地区研修・協議会
川畑　省三 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

地区大会
尾﨑　　勝 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

（長期交換）
瀬野　長久
浜崎日美子
田村　真道
大川内孝典
渡邉　政富
廣田不二夫
前田　康人
昌山　　巧

（今治南）
（高知中央）
（高知南）
（高知東）
（伊　予）
（松山北）
（徳　島）
（観音寺）

○
副

⑮愛Ⅰ

⑤高Ⅰ

②高Ⅰ

①高Ⅰ

②愛Ⅱ

②愛Ⅱ

③徳Ⅰ

③香Ⅱ

（短期交換）
濵﨑　直哉
植條　敬介
稲田　良吉
竹内　康祐
星加　裕史
鴨川　安宏
高橋　伸定
近藤紳一郎
藤﨑　吉正
真鍋和三郎
美馬香都子
堀尾　春代
藤井　紀子

（高　松）
（坂出東）
（高知中央）
（高知西）
（西　条）
（今治南）
（松　山）
（徳　島）
（徳島プリンス）
（阿波池田）
（徳島中央）
（高松東）
（丸　亀）

○
副

②香Ⅰ

④香Ⅱ

①高Ⅰ

④高Ⅱ

⑧愛Ⅰ

①愛Ⅰ

⑧愛Ⅱ

②徳Ⅰ

②徳Ⅰ

⑥徳Ⅱ

④徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅱ

（国際奉仕ファンド）
伊勢　英利
髙野　一郎
篠原　孝賢
MASOUD SOBHANI

（鴨　島）
（高　知）
（川之江）
（高松南）

○ ⑧徳Ⅱ

⑤高Ⅱ

⑥愛Ⅰ

⑦香Ⅰ

太田　英章
篠田日出海

（高松南）
（高松南）

国際奉仕委員会
☆
◎

香Ⅰ

⑧香Ⅰ

地区内74RC

桑原　信義
東條総一郎
杉本　一博
辰巳　和久
奥島　直道
大平　正大

（阿波徳島）
（徳島プリンス）
（中　村）
（今　治）
（大　洲）
（鴨　島）

クラブ奉仕委員会
☆
◎

徳Ⅱ

②徳Ⅰ

②高Ⅱ

①愛Ⅰ

①愛Ⅱ

②徳Ⅱ

・ 
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会
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国際ロータリー会長

国際ロータリー第2670地区　地区組織図

三宅徳三郎

宮本　　哲
宮崎　研一
中川　昌一
山中正二郎
入交太兵衛
今谷　健一
渡部　兼雄
福田　義郎
高瀬浅次郎
梶浦　暲一
中島　　源
近藤　良一
谷村　健助
大見　正俊
山田　静夫
牟禮　米一
濱川金兵衛
松野　　明
萩原　　茂
三宅　俊三
橋本　憲佳
佐々木善堯

井内　堯治
阿河　正昭
田村　俊久
須之内淳二
佐藤　成俊
三宅　洋三
吉村　雄治
原　　　勝
太田　英章
掛水　俊彦

松本　　東
桑原　信義
今井　正信
飯　　忠悟
稲山　三治
豊田　章二
岡内　紀雄
亀井　義弘
美馬　精一
木村大三郎
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一
大島　浩輔

※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
　
※
※
※
※

※
※
※

※
※
※
※

・

・

・

※

（1962-63）
（1975-76）
（1965-66）
（1967-68）
（1970-71）
（1971-72）
（1972-73）
（1973-74）
（1974-75）
（1976-77）
（1977-78）
（1978-79）
（1979-80）
（1980-81）
（1981-82）
（1982-83）
（1983-84）
（1984-85）
（1985-86）
（1986-87）
（1987-88）
（1988-89）
（1989-90）
（1990-91）
（1998-99）
（1991-92）
（1992-93）
（1993-94）
（1994-95）
（1995-96）
（1996-97）
（1997-98）
（1999-00）
（2000-01）
（2001-02）
（2005-06）
（2002-03）
（2003-04）
（2004-05）
（2006-07）
（2007-08）
（2008-09）
（2009-10）
（2010-11）
（2011-12）
（2012-13）
（2013-14）
（2014-15）
（2015-16）
（2016-17）
（2017-18）
（2018-19）
（2019-20）

地区歴代ガバナー

諮問委員会

永野　健生
伊東　省司
川人　洋一

（高知東）
（新居浜）
（徳島プリンス）

財務委員会
◎ ③高Ⅰ

②愛Ⅰ

①徳Ⅰ

桑原　征一
大島　浩輔
篠原　　徹
東　　邦彦

（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）
（中　村）

ロータリー会長賞地区選考委員会
◎ 愛Ⅰ

徳Ⅰ

香Ⅰ

高Ⅱ

太田　英章
松村　俊幸
東　　圭介

（高松南）
（高松東）
（高松東）

ロータリー財団監査委員会
◎ 香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

大島　浩輔
篠原　　徹

（徳島プリンス）
（高松東）

拡大カウンセラー
徳Ⅰ

香Ⅰ

篠原　　徹 （高松東）
ガバナー

香Ⅰ

桑原　征一
大島　浩輔
篠原　　徹
東　　邦彦

金地　行雄
安藤　賢一
中川　　透
坂井　幸博

（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）
（中　村）

（坂出東）
（新居浜）
（徳島プリンス）
（高松東）

長期戦略委員会
☆
★
★
★
★
◎

④愛Ⅰ

④徳Ⅰ

③香Ⅰ

②高Ⅱ

④香Ⅱ

③愛Ⅰ

②徳Ⅰ

①香Ⅰ

松野　　明
須之内淳二
太田　英章
掛水　俊彦
桑原　信義
今井　正信
稲山　三治
豊田　章二
亀井　義弘
美馬　精一
関　　裕司
佐々木善教
山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一
大島　浩輔

愛Ⅱ
愛Ⅱ
香Ⅰ
高Ⅱ
徳Ⅱ
香Ⅱ
徳Ⅰ
香Ⅰ
愛Ⅱ
徳Ⅱ
高Ⅱ
愛Ⅱ
徳Ⅰ
香Ⅱ
高Ⅰ
愛Ⅰ
徳Ⅰ

（松山東）
（松山西）
（高松南）
（高知北）
（阿波徳島）
（観音寺）
（徳島プリンス）
（高松南）
（松 山）
（鴨 島）
（高 知）
（松山北）
（徳 島）
（坂出東）
（高知東）
（新居浜）
（徳島プリンス）

大島　浩輔 （徳島プリンス）
直前ガバナー

徳Ⅰ

大島　浩輔
今井　正信
東　　邦彦

前田　直俊
藤原　賢治
瀬野　長久
濵﨑　直哉
岡内　誠司
林　　幸稔
秋山　佳弘
山村　亨二
太田　瑠美
鶴川信一郎
篠原　昌子

危機管理委員会
委員長（直前ガバナー）
パストガバナー
ガバナーエレクト
ガバナーノミニー
ロータリー財団委員長・地区研修リーダー
青少年奉仕委員長
国際奉仕委員会長期交換委員長
国際奉仕委員会短期交換委員長
青少年奉仕委員会インターアクト委員長
青少年奉仕委員会ローターアクト委員長
米山記念奨学委員長
広報・IT委員長
司法関係者/みずき法律事務所・弁護士
メディア関係者/㈱FM香川代表取締役
ガバナーパートナー

東　　邦彦 （中　村）
ガバナーエレクト

高Ⅱ

ガバナーノミニー

山田　戒乘
前田　直俊
柳澤　光秋
桑原　征一

（徳　島）
（坂出東）
（高知東）
（新居浜）

指名委員会
◎ 徳Ⅱ

香Ⅱ

高Ⅰ

愛Ⅰ

（注記）☆カウンセラー　★オブザーバー　◎委員長　⦿実行委員長　○小委員長
　　　①、②等の表記は継続年数を表す

美馬　精一
蔭久　正順
明神　三幸
渡辺　　均
佐藤　允男

（鴨　島）
（高松東）
（中　村）
（新居浜南）
（徳　島）

職業奉仕委員会
☆
◎

徳Ⅱ

①香Ⅰ

③高Ⅱ

①愛Ⅰ

①徳Ⅰ

大島　浩輔
大平　哲雄
北岡　守男
井原　　伸
日田　良介
広浦　光紀
岡島　滋憲
髙関　忠三
白井　　聡

（徳島プリンス）
（四万十）
（高知中央）
（伊予三島）
（八幡浜）
（阿南南）
（御　所）
（高　松）
（善通寺）

会員増強・維持・退会防止委員会
☆
◎

徳Ⅰ

高Ⅱ

高Ⅰ

愛Ⅰ

愛Ⅱ

徳Ⅰ

徳Ⅱ

香Ⅰ

香Ⅱ

今井　正信
藤原　賢治

（観音寺）
（徳島プリンス）

青少年奉仕委員会
☆
◎

香Ⅱ

⑧徳Ⅰ

（インターアクト）
岡内　誠司
門田　義仁
井上　　孝
阿部　真弓
大泉真二郎
丁井　淳吏
白石　　宏
中村　秀樹
藤重　直紀

（高松北）
（仁　淀）
（仁　淀）
（今　治）
（阿波池田）
（鳴　門）
（御　所）
（高　松）
（高松北）

○ ①香Ⅰ

⑨高Ⅱ

①高Ⅱ

⑦愛Ⅰ

⑧徳Ⅱ

⑤徳Ⅱ

③徳Ⅱ

⑫香Ⅰ

①香Ⅰ

（ローターアクト）
林　　幸稔
西本　隆信
永井　東洋
井上　貞人
北野　将庸
浦川　和倫

（高松南）
（高知西）
（伊　予）
（北　条）
（徳島プリンス）
（高松中央）

○ ③香Ⅰ

⑥高Ⅱ

⑮愛Ⅱ

⑤愛Ⅱ

④徳Ⅰ

①香Ⅰ

（ライラ）
米山　徹太
野村　栄一
阿部　真弓
横井　裕惠
猪野恵一郎
髙橋　　徹
森　　廣一
橋口　基城
福島　啓之

（松　山）
（高知中央）
（今　治）
（東　予）
（松山南）
（伊　予）
（美　馬）
（高松北）
（坂出東）

○ ⑩愛Ⅱ

⑤高Ⅰ

⑥愛Ⅰ

②愛Ⅰ

⑲愛Ⅱ

①愛Ⅱ

⑬徳Ⅱ

⑤香Ⅰ

③香Ⅱ

（新世代）
山内　浩司
谷脇　匡晃
木村　敏明
木下　英雄
三好　　亘

（美　馬）
（高知西）
（今　治）
（松　山）
（美　馬）

○ ②徳Ⅱ

③高Ⅱ

②愛Ⅰ

②愛Ⅱ

①徳Ⅱ

須之内淳二
稲山　三治

（松山西）
（徳島プリンス）

（財）ロータリー米山記念奨学会
理　　事
評 議 員

愛Ⅱ

徳Ⅰ

須之内淳二
稲山　三治
秋山　佳弘
津田　久敬
野村　美尋
武田　倫和
石村　　浩
重松　宗孝
森　　雄司
髙畠　勝己
松浦　良彦
藤岡　雅彦
吉田　　茂

（松山西）
（徳島プリンス）
（丸亀東）
（高知北）
（高知南）
（高知西）
（川之江）
（今　治）
（松山南）
（徳島プリンス）
（徳　島）
（鳴　門）
（高松南）

米山記念奨学委員会
☆
☆
◎
副

愛Ⅱ

徳Ⅰ

⑩香Ⅱ

④高Ⅱ

②高Ⅰ

①高Ⅱ

⑥愛Ⅰ

③愛Ⅰ

②愛Ⅱ

⑤徳Ⅰ

②徳Ⅰ

②徳Ⅱ

③香Ⅰ

佐々木善教
山村　亨二
久保　英明
藤岡　直哉

（松山北）
（高松東）
（高知南）
（東　予）

広報・IT委員会
☆
◎

愛Ⅱ

①香Ⅰ

⑧高Ⅰ

③愛Ⅰ

地区幹事
坂井　幸博
尾﨑　　勝
槙塚　正福
川畑　省三
西山　正寛
井上　秀人
蔭久　正順
浜　　圭司
藤井　武志
三好　康治
東　　圭介
森　　和夫
山村　亨二
片松　保佳
藤野　譲二
橋本　幸子

代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
副代表幹事
クラブ奉仕
職業奉仕
社会奉仕
国際奉仕
青少年奉仕
ロータリー財団
米山記念奨学
広報・ＩＴ
会員増強
公式訪問
ガバナー月信・地区概況

（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）
（高松東）

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

香Ⅰ

地区会計
市原　行富
大西　央哲

会 計 長
副会計長

（高松東）
（高松東）

香Ⅰ

香Ⅰ

前田　直俊 （坂出東）
地区研修リーダー

香Ⅱ

地区研修委員会委員
篠原　　徹 （高松東）香Ⅰ

（高知東）
（高松中央）
（中　村）
（松山西）
（徳島南）
（坂　出）

柳澤　光秋
星合　　尚
大杉　幸雄
成瀬　要三
東内　　守
水科　賢司

社会奉仕委員会
☆
◎

高Ⅰ

②香Ⅰ

①高Ⅱ

①愛Ⅱ

③徳Ⅱ

①香Ⅱ

前田　直俊
大島　浩輔
佐々木善教
山田　戒乘
柳澤　光秋

（坂出東）
（徳島プリンス）
（松山北）
（徳　島）
（高知東）

規定審議委員会
◎
副

香Ⅱ
徳Ⅰ
愛Ⅱ
徳Ⅰ
高Ⅰ

（奨学金・学友・平和フェロー）
大森　克介
菅井　久勝

（松　山）
（松　山）

○

豊田　章二
前田　直俊
赤松　昭信

（高松南）
（坂出東）
（高松北）

ロータリー財団委員会
☆
◎
⦿

香Ⅰ

③香Ⅱ

⑪香Ⅰ

森脇　康之
濱田　　守
伊藤　成基
小原　康弘

（徳島プリンス）
（高知中央）
（西　条）
（高　松）

（ポリオ・プラス）
○ ④徳Ⅰ

②高Ⅰ

①愛Ⅰ

④香Ⅰ

⑪愛Ⅱ

⑥愛Ⅱ

（資金推進）
山崎広一郎
高畑　宏比

（高　知）
（徳　島）

○
副

⑫高Ⅱ

②徳Ⅰ

（資金管理）
堀　　祥二
大寺　健司

（高松南）
（徳島南）

⑨香Ⅰ

⑨徳Ⅱ

青木　博美
三倉　孝文
山村　一正
一藤　勝之
金﨑　敏明
栗田　欣典
米田　　均
塩田　　学

（美　馬）
（鴨　島）
（高知東）
（中　村）
（伊予三島）
（松山南）
（さぬき）
（坂出東）

○
副

○
副

⑨徳Ⅱ

⑩徳Ⅱ

②高Ⅰ

③高Ⅱ

③愛Ⅰ

②愛Ⅱ

⑨香Ⅰ

③香Ⅱ

（補助金・VTT）

北岡　守男
大平　哲雄
井原　　伸
日田　良介
広浦　光紀
岡島　滋憲
髙関　忠三
白井　　聡

（高松中央）
（四万十）
（伊予三島）
（八幡浜）
（阿南南）
（御　所）
（高　松）
（善通寺）

ガバナー補佐
高知第Ⅰ分区
高知第Ⅱ分区
愛媛第Ⅰ分区
愛媛第Ⅱ分区
徳島第Ⅰ分区
徳島第Ⅱ分区
香川第Ⅰ分区
香川第Ⅱ分区

（　　　　　）ヘルツォークトゥム・
ラウエンブルグ・メリンホルガー・クナーク

直前国際ロータリー会長
（ジケーター）マーク・ダニエル・マローニー 

国際ロータリー会長エレクト
（カルカッタ-マハナガル）シェカール・メータ

ロータリーの友
真屋　正明 （高松北）①香Ⅰ

PETS・DTTS
槙塚　正福 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

地区研修・協議会
川畑　省三 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

地区大会
尾﨑　　勝 （高松東）実行委員長 香Ⅰ

（長期交換）
瀬野　長久
浜崎日美子
田村　真道
大川内孝典
渡邉　政富
廣田不二夫
前田　康人
昌山　　巧

（今治南）
（高知中央）
（高知南）
（高知東）
（伊　予）
（松山北）
（徳　島）
（観音寺）

○
副

⑮愛Ⅰ

⑤高Ⅰ

②高Ⅰ

①高Ⅰ

②愛Ⅱ

②愛Ⅱ

③徳Ⅰ

③香Ⅱ

（短期交換）
濵﨑　直哉
植條　敬介
稲田　良吉
竹内　康祐
星加　裕史
鴨川　安宏
高橋　伸定
近藤紳一郎
藤﨑　吉正
真鍋和三郎
美馬香都子
堀尾　春代
藤井　紀子

（高　松）
（坂出東）
（高知中央）
（高知西）
（西　条）
（今治南）
（松　山）
（徳　島）
（徳島プリンス）
（阿波池田）
（徳島中央）
（高松東）
（丸　亀）

○
副

②香Ⅰ

④香Ⅱ

①高Ⅰ

④高Ⅱ

⑧愛Ⅰ

①愛Ⅰ

⑧愛Ⅱ

②徳Ⅰ

②徳Ⅰ

⑥徳Ⅱ

④徳Ⅱ

①香Ⅰ

①香Ⅱ

（国際奉仕ファンド）
伊勢　英利
髙野　一郎
篠原　孝賢
MASOUD SOBHANI

（鴨　島）
（高　知）
（川之江）
（高松南）

○ ⑧徳Ⅱ

⑤高Ⅱ

⑥愛Ⅰ

⑦香Ⅰ

太田　英章
篠田日出海

（高松南）
（高松南）

国際奉仕委員会
☆
◎

香Ⅰ

⑧香Ⅰ

地区内74RC

桑原　信義
東條総一郎
杉本　一博
辰巳　和久
奥島　直道
大平　正大

（阿波徳島）
（徳島プリンス）
（中　村）
（今　治）
（大　洲）
（鴨　島）

クラブ奉仕委員会
☆
◎

徳Ⅱ

②徳Ⅰ

②高Ⅱ

①愛Ⅰ

①愛Ⅱ

②徳Ⅱ

・ 

退
会
さ
れ
た
方
　※
物
故
さ
れ
た
方 地区代表委員
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ロータリーとは…

● ロータリーは、事業および専門職務に携わる人々の世界的奉仕団体です。ロータリーは、人道的
な奉仕を行い、あらゆる職業において高度の道徳的水準を守ることを奨励し、世界理解と平和を
目指して尽力しています。

● ロータリーは、世界で最初の奉仕クラブです。最初のロータリー・クラブは、1905年２月23日に、
米国イリノイ州シカゴで創立されました。

● ロータリーは、世界の殆どの国にあり、奉仕の熱意溢れる、およそ120万以上の男女会員が
28,000以上のロータリー・クラブに所属しています。

● ロータリアンは、毎週、例会を開いて、親睦を深め、地域社会や国際社会にとって重要な問題に
ついて興味深く有益なプログラムを楽しんでいます。会員は、推薦制度によって入会し、その会
員組織は地域社会の横断面となっています。

● ロータリアンは、多種多様な人道的プログラム、教育プログラム、文化交流プログラムを計画、
実施し、地域社会と世界中の人々の生活を向上させています。

● ロータリーには、ロータリー財団があり、国際親善奨学金、文化交流、大小さまざまな人道的プ
ロジェクトに、毎年、米貨約9,000万ドルを充て、数百万人の人々の生活の質を向上させていま
す。ロータリーは世界でも国際的教育奨学金を支給している最大の民間団体として広く認められ
ています。
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2020〜2021年度　クラブ運営方針

鴨島ロータリークラブ会長

福　永　隆　子

鴨島ロータリークラブは本年度で62周年を迎え、諸先輩方が威風堂々と築き上げてこられた伝統

あるクラブです。この度会長という大役をお受けする事になり、浅学非才の私は身の引き締まる思

いです。又2019〜2020年度後半は新型コロナウイルスにより、例会が開けず、地区協議会、IM等

が中止となり、今もって前の見えない状態です。2020〜 2021年度は何とか例会ができ、会員相互

の親睦を深め、地域社会に貢献できる活動をするべく、尾崎幹事と頑張ります。理事の方々、会員

の皆様のご協力をお願いいたします。

RI会長ホルガー・クナーク会長メッセージ

「Rotary Opens Opportunities」（ロータリーは機会の扉を開く）

将来を考えた時ロータリーは変わらなくてはならないし、必ず変わります。革命的であるべき時は

まさに今です。ロータリーにふさわしくない年齢等はないのです。誰でも歓迎いたします。どの年

齢の人も、与えることのできる大切な何かを持っています。

国際ロータリー第2670地区　篠原　徹　ガバナー地区運営方針

「行動するロータリーを目指そう」（Let’s Take Action & Change Together）

－基本理念から新しい流れへ－

本年度は世界と合わせながら前向きに行動して、少しづつ変化していきましょうと訴えたいと存じ

ます。

今後のロータリーの方向性

私達は世界で、地域社会で人が手を取り合って行動する世界を目指しています。

ロータリーの中核的価値観（Core Value）

（１）親睦（Fellowship）　（２）高潔性（Integrity）　（３）多様性（Diversity）　（４）奉仕（Service）

（５）リーダーシップ（Leadership）

　今日の世界は、変化のスピードが加速しています。不変なのは、ロータリーを定義付ける五つの

中核的価値観です。

　以上、大変難しい年度ですが、鴨島ロータリークラブの更なる発展を願って皆様のご協力をお願

いいたします。
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年 間 行 事 予 定 表
2020年 7 月〜10月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事
2020年
7月

7日（火曜日） クラブアッセンブリー

14日（火曜日） ガバナー補佐訪問 7/16 阿南南RC45周年

21日（火曜日） ガバナー訪問

28日（火曜日） 新旧役員歓送迎会「夜間例会」

8月 4日（火曜日） クラブアッセンブリー

会
員
増
強
・
拡
大
月
間

11日（火曜日） クラブフォーラム（会員増強委員長）大平正大

18日（火曜日） 卓話（三倉孝文） 8/22 会員増強セミナー
クラブ研修リーダーセミナー

25日（火曜日） 卓話（近藤良樹）

9月 1日（火曜日） クラブフォーラム（雑誌委員長）木村秀樹

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間

8日（火曜日） 卓話（糸田川誠也）

15日（火曜日） 卓話（岡田和廣）

22日（火曜日） 秋分の日［休会］

29日（火曜日） 卓話（木村慎佑）

10月 6日（火曜日） クラブフォーラム（社会奉仕委員長）長野宏一郎

経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間

米

山

月

間

13日（火曜日） 卓話（埜口　稔）

20日（火曜日） クラブフォーラム（クラブ研修リーダー）割石恭市

27日（火曜日） 卓話（大内　勉）
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2020年11月〜2021年 2 月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事

11月 3日（火曜日） 文化の日［休会］

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

10日（火曜日） クラブフォーラム（財団委員長）阿部須美子

17日（火曜日） 卓話（河野佳代）

24日（火曜日） 卓話（美馬紀章） 11/28 財団補助金管理セミナー

12月 1日（火曜日） クラブアッセンブリー

疾
病
予
防
と
治
療
月
間

8日（火曜日） クラブアッセンブリー

15日（火曜日） クリスマス例会「夜間例会」

22日（火曜日） ［休会］

29日（火曜日） ［休会］

2021年
1月

5日（火曜日） ［休会］

職
業
奉
仕
月
間

12日（火曜日） クラブフォーラム（職業奉仕委員長）正木美帆

19日（火曜日） 卓話（青柳鋭一）

26日（火曜日） 卓話（阿部光仁）

2月 2日（火曜日） クラブフォーラム（国際奉仕ファンド委員長）河野利英 徳島第Ⅰ第Ⅱ分区合同IM

平
和
と
紛
争
予
防
・

紛

争

解

決

月

間

9日（火曜日） クラブアッセンブリー　創立記念例会準備

16日（火曜日） 創立記念例会 記念卓話（坂東　謙）

23日（火曜日） 天皇誕生日［休会］
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2021年 3 月〜 6 月

日　　　付 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム 公　式　行　事

３月 2日（火曜日） クラブフォーラム（国際奉仕委員長）白山靖典 3/7 PETS. DTTS

水

と

衛

生

月

間

9日（火曜日） 卓話（池北隆昭）

16日（火曜日） 卓話（伊勢英利） 3/18～21 RYLA

23日（火曜日） 卓話（十川　敬） 3/28 地区研修協議会

30日（火曜日） クラブフォーラム（青少年奉仕委員長）筒井大樹中学生俳句表彰式

４月 6日（火曜日） クラブフォーラム（クラブ研修リーダー）割石恭市

母
子
の
健
康
月
間

13日（火曜日） 卓話（松家健二郎）

20日（火曜日） 卓話（山根正伍）

27日（火曜日） 卓話（横田賢二）

５月 4日（火曜日） みどりの日［休会］

青
少
年
奉
仕
月
間

11日（火曜日） 卓話（佐々木久） 5/14 地区大会記念ゴルフ大会
5/15～16 地区大会

18日（火曜日） 卓話（高橋　収）

25日（火曜日） 卓話（木村長年）

６月 1日（火曜日） 卓話（稲井隆生）

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間

8日（火曜日） 卓話（美馬精一）

15日（火曜日） 卓話（矢田健二）

22日（火曜日） クラブアッセンブリー

29日（火曜日） クラブアッセンブリー
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ク　ラ　ブ　概　況
幹  事　尾　崎　拓　一

鴨島ロータリークラブ
インターネットホームページ：http://www.kamojima-rc.jp/

吉野川市周辺

〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島471－2
セントラルホテル鴨島
TEL：0883-24-8989　FAX：0883-24-9008
毎週火曜日　12：00開場、12：30点鐘、13：30閉会点鐘

担当：原井恵美
E-mail：haraikryyt@gmail.com
携帯：090-5144-6498

▪2020-2021年度  ガバナー事務所
　〒760-0008 香川県高松市中野町20-4　栗林コーポ1F
　TEL：087-802-5203　FAX：087-802-5204　E-mail：info@rid2670gov.jp

▪国際ロータリー日本事務局
　〒108-0073 東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル24階
　クラブ・地区支援室
　TEL：03-5439-5800　FAX：03-5439-0405

活動地域

名　　称

例 会 場

事 務 局

沿　　革

1959年６月17日 徳島ロータリークラブのスポンサーにより、ＲＩ第365地区の仮クラブとして発足。

1959年７月１日 ＲＩ本部より６月30日承認を受け、翌７月１日ＲＩ第368地区所属クラブとして
設立。

1959年11月25日 徳島西クラブ及び阿南クラブとの３クラブにて、連合チャーター伝達式を徳島市
新町体育館にて開催。

1970年７月１日 地区分割により、第367地区所属クラブとなる。

1977年７月１日 地区編成改編により、第267地区所属クラブとなる。

1991年７月１日 地区編成改編により、第2670地区所属クラブとなる。

2009年６月21日 創立50周年記念式典、祝賀会開催

2011年７月１日 2011-2012年度　国際ロータリー第2670地区　美馬精一ガバナー輩出

2019年６月23日 創立60周年記念式典、祝賀会開催
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（2020年 7 月 1 日現在）

●会員数
正会員　　　49名
名誉会員　　 5 名

●会員地域分布
吉野川市　鴨島町 28名
　　　　　川島町 3 名
　　　　　山川町 8 名
　　　　　美郷 1 名
阿波市　　市場町 2 名
　　　　　阿波町 2 名
　　　　　吉野町 1 名
　　　　　土成町 1 名
板野郡　　上板町 1 名
名西郡　　石井町 2 名

●会員年齢概要
平均年齢 64.4歳
最 年 長 88歳　　　最  年  少　40歳
年齢層
40代　   50代　   60代　   70代　   80代
 7 名　    7 名　   18名　   11名　    6 名

●平均在会年数　　18.6年

●昨年度中の会員推移
昨年度中の新 会 員　　２名
昨年度中の退会会員　　３名

会員数
合計49名 鴨島町

28名
山川町
8名

吉野町
1名

美郷 1名

市場町 2名

土成町
1名

阿波町
2名

上板町 1名

石井町 2名

川島町
3名

会員数
合計49名

40代
7名

80代6名

60代
18名

70代
11名

50代
7名

●フィリピン　セントラル・タルラック・ロータリークラブ
1979年 1 月30日に姉妹クラブ締結。
以後、毎年友好交流有り。

●フィリピン　ビガン・ロータリークラブ
2010年 ７ 月５日に姉妹クラブ締結。
以後、毎年友好交流有り。

●フィリピン　オルモック・ロータリークラブ
2016年 10 月29日に友好クラブ締結。

●近隣ロータリークラブ

会員状況

他クラブとの連携
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第35期以降の歴代会長幹事及び会員数推移

●会　費　等
 入　 会 　金：30,000円
 会　　　　費：年会費200,000円
 　　　　　　　半期100,000円ごと徴収
 ビジター会費：2,000円

期 年　　度 会　　　長 幹　　　事 会員数

第35期 1993〜1994 割　石　恭　市 高　田　　　稔 44

第36期 1994〜1995 原　田　良　樹 工　藤　弘　幸 44

第37期 1995〜1996 河　野　恒　巳 木　村　秀　樹 46

第38期 1996〜1997 松　永　　　豊 田　村　雅　夫 46

第39期 1997〜1998 高　田　　　稔 大　椋　誠　治 46

第40期 1998〜1999 長　野　宏一郎 島　勝　伸　一 43

第41期 1999〜2000 工　藤　弘　幸 麻　植　康　夫 43

第42期 2000〜2001 木　村　秀　樹 山　根　正　伍 42

第43期 2001〜2002 田　村　雅　夫 大　内　　　勉 44

第44期 2002〜2003 大　椋　誠　治 十　川　　　敬 42

第45期 2003〜2004 麻　植　康　夫 岡　田　和　葊 41

第46期 2004〜2005 山　根　正　伍 横　田　賢　二 42

第47期 2005〜2006 大　内　　　勉 三　倉　孝　文 50

第48期 2006〜2007 十　川　　　敬 坂　東　　　謙 50

第49期 2007〜2008 岡　田　和　葊 山　口　浩　志 49

第50期 2008〜2009 横　田　賢　二 矢　田　健　二 54

第51期 2009〜2010 三　倉　孝　文 伊　勢　英　利 53

第52期 2010〜2011 坂　東　　　謙 七　條　勝　美 51

第53期 2011〜2012 矢　田　健　二 木　村　精　伯 51

第54期 2012〜2013 伊　勢　英　利 正　木　美　帆 53

第55期 2013〜2014 木　村　精　伯 大　木　栄　二 53

第56期 2014〜2015 河　野　利　英 池　北　隆　昭 52

第57期 2015〜2016 大　平　正　大 阿　部　須美子 54

第58期 2016〜2017 正　木　美　帆 福　永　隆　子 54

第59期 2017〜2018 大　木　栄　二 河　野　佳　代 54

第60期 2018〜2019 池　北　隆　昭 白　山　靖　典 53

第61期 2019〜2020 阿　部　須美子 木　村　慎　佑 53

第62期 2020〜2021 福　永　隆　子 尾　崎　拓　一 49

会 費
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鴨島ロータリークラブ理事役員
2020年〜2021年度（令和 2 年 7 月〜 3 年 6 月）

（◎理事  ○役員）
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理事 役員 役　　　職 委 員 長 副委員長 委 員 委 員 備 考

◎ ○ 会 　 　 　 　 　 長 福永　隆子

◎ ○ 副 　 　 会 　 　 長 埜口　　稔

◎ ○ 幹 　 　 　 　 　 事 尾崎　拓一

副 　 　 幹 　 　 事 稲井　隆生

◎ ○ 会 　 　 　 　 　 計 藤本　秀和 稲井　隆生

会 計 監 査 割石　恭市 佐々木　久

◎ ○ Ｓ Ａ Ａ 大木　栄二 池北　隆昭 山内　正晴

◎ ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会 埜口　　稔 美馬　精一 松家健二郎

◎ 職 業 奉 仕 委 員 会 正木　美帆 坂東　　謙 阿部　光仁

◎ 社 会 奉 仕 委 員 会 長野宏一郎 三倉　啓子 河野　佳代

◎ 国 際 奉 仕 委 員 会 白山　靖典 木村　慎佑 ３年委員会

◎ 青 少 年 奉 仕 委 員 会 筒井　大樹 十川　　敬 土橋　孝之 ３年委員会

◎ ロータリー財団委員会 阿部須美子 木村　長年 三木　　亨

◎ ○ 米山記念奨学委員会 山内　正晴 糸田川誠也 原井　　敬

出 席 委 員 会 大内　　勉 木村　秀樹 有持　　護

親 睦 委 員 会 川原　亮介 三倉　啓子 稲井　隆生

職 業 分 類 委 員 会 岡田　和葊 三倉　孝文 阿部　光仁 ３年委員会

○ 会員増強・維持・退会防止委員会 大平　正大 松家健二郎 工藤　弘幸

会 員 選 考 委 員 会 矢田　健二 美馬　精一 糸田川誠也

ロータリー情報委員会 木村　長年 青柳　鋭一 伊勢　英利 ３年委員会

プ ロ グ ラ ム 委 員 会 木村　精伯 河野　佳代 山根　正伍

ク ラ ブ 会 報 委 員 会 横田　賢二 筒井　祥泰 美馬　紀章

雑 誌 委 員 会 木村　秀樹 長野宏一郎 一宮　良光

環 境 保 全 委 員 会 高橋　　収 山根　正伍

国際奉仕ファンド委員会 河野　利英 近藤　良樹 工藤　弘幸

ク ラ ブ 広 報 委 員 会 坂東　　謙 土橋　孝之 馬淵　厚至

※ RIロータリー研修リーダー 割石　恭市



委員会運営方針

委 員 長　大木　栄二
副委員長　池北　隆昭
委　　員　山内　正晴

　本年度　SAAの役を仰せつかりました。
　SAAは、例会が楽しく、秩序正しく運営されるため、心を配り、その使命を発揮出来るよう　
監督する人とされています。
　SAAとして、一年間　会長・幹事を補佐し、スムーズな例会運営となりますよう努めてまいり
ます。
　会員の皆様のご協力をお願いいたします。

SAA

委 員 長　埜口　　稔
副委員長　美馬　精一
委　　員　松家健二郎

　クラブ奉仕委員会では、鴨島ロータリークラブの過去の歩みを振り返りつつ今までの良いところ
は残し、今日よく使われているPDCAサイクルをしながら少しでもその時代にあったものに変化し
つつ、前進させていきたいと思っております。
　本年度も皆様のご協力を宜しくお願い致します。

クラブ奉仕委員会

委 員 長　藤本　秀和
副委員長　稲井　隆生

　ロータリークラブ会計規則に則り、厳正な資金管理を行います。迅速かつ正確な会計処理を行う
とともに、理事会及び会長・幹事がクラブ財政を的確に把握できるように、タイムリーな会計資料
の提示に努めます。
　会員皆様のご協力を宜しくお願い致します。

会　　計
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委 員 長　正木　美帆
副委員長　坂東　　謙
委　　員　阿部　光仁

　ロータリー活動の奉仕のメインともいうべき職業奉仕委員会の委員長を、入会後初めて仰せつか
り、身が引き締まる思いがしています。
　この度の新型コロナウイルスの世界的な蔓延をみましても、私たちの職業奉仕の在り方を今一度見
直し、地球環境を守り全ての生き物との共存と持続可能な社会を目指すことの大切さを痛感致します。
　人類の歴史上、感染症の蔓延などの未曾有の事態に直面するたび、人類はその英知と協力でより
良い社会の在り方を目指してきました。2015年９月に国連サミットで採択されたSDGsは、私たち
ロータリアンにとって大きな指針になると感じます。私たちも賛同の輪を拡げて2030年のゴールを
目指しましょう。

【SDGs17の目標】
■ゴール１. 貧困をなくそう
■ゴール２. 飢餓をゼロに 
■ゴール３. すべての人に健康と福祉を 
■ゴール４. 質の高い教育をみんなに
■ゴール５. ジェンダー平等を実現しよう 
■ゴール６. 安全な水とトイレを世界中に 
■ゴール７. エネルギーをみんなに そしてクリーンに 
■ゴール８. 働きがいも経済成長も 
■ゴール９. 産業と技術革新の基盤をつくろう

職業奉仕委員会

委 員 長　長野宏一郎
副委員長　三倉　啓子
委　　員　河野　佳代

　毎年度の継続事業の（徳島つぼみの会・吉野川高校との協力事業・阿波和紙伝統会館）への奉仕事
業については今年度は下記の事案を考慮して後、再考したいと願っています。
　皆様ご案内のとおり、昨年（2019・９）の例会に外来卓話者として吉野川市都市職員様よりJR鴨
島駅周辺の市の整備計画の見通しをお聞きする機会が与えられました。
　ついては、時計台、４つのテストのモニュメント及び花壇のサークルの再整備につき検討願いた
いとの趣旨を提案されました。
　以下、検討のための要件をランダムですが、列記いたします。
★整備工期　2021・３月（卓話から）
★既設時計塔他　創立20周年記念の設置物
　なお、現況はアナログ型式（過去に故障、高額の修繕費負担）
　本体も経年劣化でクラックが散見されます。
★花壇については吉野川高校他の調整への配慮等

いずれにしても、大きな課題であることもあり、クラブ全体で勘案すべきことでありますが、社
会奉仕委員会より発議いたします。

社会奉仕委員会

■ゴール10. 人や国の不平等をなくそう
■ゴール11. 住み続けられるまちづくりを 
■ゴール12. つくる責任つかう責任 
■ゴール13. 気候変動に具体的な対策を 
■ゴール14. 海の豊かさを守ろう 
■ゴール15. 陸の豊かさも守ろう
■ゴール16. 平和と公正をすべての人に
■ゴール17. パートナーシップで目標を達成しよう
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委 員 長　白山　靖典
副委員長　木村　慎佑

　４大奉仕の一つの、国際奉仕はロータリー活動の中でも、大切な部門と理解しております。
　我が、鴨島ロータリークラブは、フィリピンのセントラル・タルラック、ビガンと姉妹クラブと
して、長年活動してきております。
　緊密な友好関係を維持しつつ、また可能な他の国際奉仕プログラムにも参加できるよう活動して
いきたいと思っております。
　フィリピンで、ポリオがアウトブレイクしている情報もございます。
　現在、コロナウイルスも非常に、危機的な状況です。
　折々に例会等で、国際奉仕活動の内容と活動、そして意義を報告致します。
　ご協力、ご理解のほど宜しくお願い致しますと共に、積極的参加をお願い致します。

国際奉仕委員会

委 員 長　筒井　大樹
副委員長　十川　　敬
委　　員　土橋　孝之

　青少年奉仕は、ローターアクト、インターアクト、ロータリー青少年指導者養成プログラム
（RYLA）、ロータリー青少年交換などを通じて、青少年や若い世代の社会人がリーダーシップ能力
を伸ばせるよう支援することです。当クラブでは中学生俳句表彰をはじめ奉仕活動の支援を行って
いきます。
　積極的な委員会運営を行うにあたって皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

青少年奉仕委員会

委 員 長　阿部須美子
副委員長　木村　長年
委　　員　三木　　亨

　ロータリー財団は、ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済する
ことを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることを使命とし、よりよい地域づく
りのための活動を資金面で支えています。
　グローバル補助金は六つの重点分野のうち水と衛生設備を、諸先輩方が、フィリピンタルラック
ロータリークラブに支援を行い、現地訪問の際感謝の意を伝えられ貢献度の高さを痛感致しました。
　地区補助金も毎年地域に密着した活動を行っております。
　これからも地域に根差した活動をしてまいりたいと思います。

ロータリー財団委員会
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委 員 長　山内　正晴
副委員長　糸田川誠也
委　　員　原井　　敬

　公益財団法人ロータリー米山奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に
対して、日本全国のロータリアンの寄付金を財源としている、民間奨学金では、国内最大規模団体
です。
　2018年から2019年での採用募集は860人（枠）で、事業費は14億４千万（決算）となっております。
　当クラブにおきましても、普通寄付金だけでなく、特別寄付金のご協力をよろしくお願い致します。

米山記念奨学委員会

委 員 長　大内　　勉
副委員長　木村　秀樹
委　　員　有持　　護

　ロータリークラブの基本は例会への出席です。しかし、新型コロナウイルス感染拡大のため例会
が数か月にわたり休止されています。感染が沈静化すれば、企業、学校などは活動再開を急ぐと思
われます。対してロータリークラブは不要不急の最たるもので、会員に高齢者も多くいます。早期
再開は難しいでしょう。もし再開されても個人の判断で慎重に行動してください。例年のように「例
会に積極的に参加を」とは言えません。健康が第一です。なお例会への出欠の意思表示ははっきり
してください。いつも余った食事を見ると心が痛みます。

出席委員会

委 員 長　川原　亮介
副委員長　三倉　啓子
委　　員　稲井　隆生

　今回親睦委員をお受けすることとなり、重責に身の引き締まる思いでおります。
　「親睦」は、RC活動を続けていくうえでとても重要な要素だと考えております。
　右も左もわからない私ですが、先輩会員の皆様にご指導いただきながら、会員相互の理解を深め、
団結した楽しいクラブ活動となるようこころがけ、会員の皆様が参加しやすい親睦事業を目標に努
めて参ります。
　皆様のご協力よろしくお願いいたします。

親睦委員会
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委 員 長　岡田　和葊
副委員長　三倉　孝文
委　　員　阿部　光仁

　周知の事と思いますが、職業分類についての現在の規定を抜粋しますと、以下のようになってお
ります。

　「職業分類は、従前は１業種１名を原則としていましたが、2001年の規定審議会での決定により、
現在は１業種５名を原則とし、さらに会員数が51名以上のロータリークラブでは、全会員の10％を
超えない範囲で（１業種６名の正会員を受け入れるには、実際には、60名の会員が必要です）」

　調べますと、ずいぶん昔にはRIが標準職業分類表を制定し、各クラブはそれを基にしていた様
でありますが、現在の分類表は各クラブの独自な裁量となっております。今回、職業分類に関して
調べる中で、「クラブとして地域に存在する職業の横断面をくまなく捉えた職業分類表を作り、あ
らゆる職場にロータリーの思想を広める大使を派遣しなければなりません」、と言う意見も拝見し、
その高い理念に少々感動もいたしました。

　昨今の様に、RIの会員数が減少している現状では、職業分類の意味が少しずつ薄れているのは
事実ですが、職業分類を始めた意味、いわば「（利害を超え）気兼ねなくクラブに参加する」と言う
思いだけは、常に大切にしたい所です。

職業分類委員会

委 員 長　大平　正大
副委員長　松家健二郎
委　　員　工藤　弘幸

　昨今ロータリークラブの会員数は減少傾向にあり、当クラブも数名の退会者がありました。クラ
ブの活性化を図る為には新人会員の確保が重要であります。会員個々が、ロータリアンとして相応
しい友人・知人を勧誘して頂きクラブ運営を活発にして行きたいと思いますのでご協力をよろしく
お願いいたします。

会員増強・維持・退会防止委員会
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委 員 長　木村　長年
副委員長　青柳　鋭一
委　　員　伊勢　英利

１．例会時には機会がある度に、ガバナー月信、ロータリーの友の中より興味があるものを話題と
して、話し合い、今後のロータリー活動、発展の為に情報を伝達する。

１．会員、新会員には特典及び責務を理解してもらう為、ロータリーの歴史及び国際ロータリーの
運営動向等の情報を提供する。

１．例会時に機会を見て、定款、細則の確認を行い、ロータリアンとしての再認識をはかる。

ロータリー情報委員会

委 員 長　矢田　健二
副委員長　美馬　精一
委　　員　糸田川誠也

　当委員会の役割は、会員増強退会防止委員会より推薦され、理事会より付託された、入会を希望
する被推薦者が、当クラブ会員として迎え入れるに相応しい人格の持ち主であるかどうかを審査
し、理事会に報告することであります。
　入会を決定するのは理事会でありますが、入会希望者があれば例会で会員の皆様に十分に周知す
ることを心がけたいと思います。
　単独では活動できない委員会ですので会員皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

会員選考委員会

委 員 長　木村　精伯
副委員長　河野　佳代
委　　員　山根　正伍

　興味深い卓話を提供する事は、会員間のコミュニケーションを豊かで円滑にしてくれる要素が多
く含まれています。また、聴いたメンバーもためになり、また、それ以上に卓話をしたメンバー自
身がとても勉強になると思われます。外来卓話もいいですが、是非、脳の運動と考えて、メンバー
の皆さんが卓話を準備されて話されるのを楽しみにお待ち致しております。
　１年間楽しく運営して行きますので、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

プログラム委員会
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委 員 長　横田　賢二
副委員長　筒井　祥泰
委　　員　美馬　紀章

　クラブ会報委員会では、事務局を原井さんが担当されるようになり、「週報の充実」が、年々、図
られています。はがきから、メールでの配信になり、ペーパレス化がされた上に、例会に欠席して
も、卓話等の内容がより「リアル化」され、わかりやすくなりました。また、次週例会の献立も記載
があり、楽しみも増えています。
　本年度も、クラブ会報を通して「仲間との意思疎通」や、会員としての「価値観の共有」をはかりな
がら、活動していきます。ご協力よろしくお願いいたします。

クラブ会報委員会

委 員 長　木村　秀樹
副委員長　長野宏一郎
委　　員　一宮　良光

　ロータリーの雑誌にはRIから出版されている「ザ・ロータリアン」を中心に世界で多くのロータ
リー雑誌として出版されております。
　「ロータリーの友」はその中の一つで、日本におけるロータリーの機関紙として創刊されております。
　どうか「ロータリーの友」を表からも裏からも目を通して戴きたいです。

雑誌委員会

委 員 長　高橋　　収
副委員長　山根　正伍

　自然生態系の一員であった人類の活動が地球環境に大きく影響を与え、自然のシステムを破壊し
てしまっている。環境保全活動は地球温暖化、気候変動を防止して地球上の生態系を守るための何
より大切な取り組みであり、人としてロータリアンとして各個人が積極的に参加すべき活動であ
る。活動には日常生活での温室効果ガスの抑制、ごみの減量と分別、不法投棄の防止、省エネや再
生可能エネルギーの導入など、または自然環境を守る地域的な活動への参加などがあり委員会とし
て何か企画できればと考えている。

環境保全委員会
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委 員 長　河野　利英
副委員長　近藤　良樹
委　　員　工藤　弘幸

　今年度、国際奉仕ファンド委員会の委員長を拝命いたしました。
　私自身、国際派ではないし、ファンドにもあまり関係していなかったので、何をどうすればよい
のかわかりませんが、国際奉仕委員会のお手伝いが出来ればと、考えています。
　ご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

国際奉仕ファンド委員会

委 員 長　坂東　　謙
副委員長　土橋　孝之
委　　員　馬淵　厚至

　クラブ広報委員会では、私たちの活動を広く知っていただき、ロータリークラブの社会的価値を
高めることが使命であると考えております。
　また、Websiteや公共媒体を使い、地元はもとより、広く全国に当クラブの情報を発信しその存
在を知っていただける様に一年間活動したいと考えております。
　一年間ご協力をよろしくお願いいたします。

クラブ広報委員会
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2020〜2021年度　職業分類表

分 類 氏 名
正　　会　　員

土 木 技 師 佐々木　　久
撚 糸 機 械 製 造 木　村　長　年
道 路 建 設 山　内　正　晴
病 院 経 営 美　馬　精　一
歯 科 医 近　藤　良　樹
眼 科 医 糸田川　誠　也
貨 物 輸 送 工　藤　弘　幸
税 理 士 割　石　恭　市
道 路 建 設 木　村　秀　樹
鉄 骨 建 築 有　持　　　護
福 祉 機 器 長　野　宏一郎
皮 膚 科 医 高　橋　　　収
整 形 外 科 医 阿　部　光　仁
紙 加 工 山　根　正　伍
外 科 医 大　内　　　勉
砂 糖 製 造 岡　田　和　葊
耳 鼻 咽 喉 科 医 馬　淵　厚　至
石 油 販 売 十　川　　　敬
軸 受 製 造 横　田　賢　二
薬 局 三　倉　孝　文
ス ピ ン ド ル 製 造 矢　田　健　二
印 刷 業 坂　東　　　謙
商 業 銀 行 藤　本　秀　和
建 築 材 料 松　家　健二郎
学 習 塾 池　北　隆　昭
エ ン ジ ニ ア 筒　井　祥　泰
林 業 河　野　利　英
酒 類 製 造 伊　勢　英　利
損 害 保 険 代 理 店 埜　口　　　稔
介 護 事 業 正　木　美　帆
食 品 流 通 三　木　　　亨
私 立 病 院 土　橋　孝　之
リ サ イ ク ル 業 木　村　精　伯
自 動 車 販 売 一　宮　良　光
宗 教 大　平　正　大

分 類 氏 名
ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業 阿　部　須美子
掛 軸 製 造 販 売 大　木　栄　二
生 損 保 代 理 店 福　永　隆　子
茶 道 指 導 河　野　佳　代
葬 祭 業 三　倉　啓　子
病 院 経 営 美　馬　紀　章
旅 客 輸 送 尾　崎　拓　一
総 合 商 社 筒　井　大　樹
製 材 業 原　井　　　敬
宗 教 稲　井　隆　生
損 害 保 険 代 理 店 木　村　慎　佑
ゴ ル フ 場 青　柳　鋭　一
衣 料 製 造 白　山　靖　典
自 動 車 板 金 塗 装 川　原　亮　介

未　　充　　填
外 科 医 院 貯 蓄 銀 行
精 神 病 院 建 築 機 械
木 材 配 布 電 気 器 具 販 売
産 婦 人 科 医 和 菓 子 製 造
建 築 公 立 病 院
飼 料 配 布 贈 答 品 販 売
日 本 語 塾 農 業
飲 食 業 織 物 配 布
畜 産 電 気 工 事
レ ス ト ラ ン 造 花 製 造
内 科 医 建 築 技 師
不 動 産 食 品 加 工

名　誉　会　員
不 動 産 大　椋　誠　治
砂 糖 製 造 岡　田　英　彦
内 科 医 鈴　木　率　雄
建 築 技 師 千　葉　俊　治
石 油 販 売 松　永　　　豊
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Tel .0884－42－3441
Fax.0884－42－3443
Tel .0884－27－2027
Fax.0884－27－2025
Tel .0885－32－0205
Fax.0885－32－0445
Tel.090－5278－5031
Fax.0885－32－3129
Tel .088－611－5717
Fax.088－611－5735
Tel .088－626－1111
Fax.088－626－4565
Tel .088－655－6688
Fax.088－654－8689
Tel .088－624－1111
Fax.088－669－4011

Tel .0883－72－0994
Fax.0883－87－9400
Tel .0883－24－8989
Fax.0883－24－9008
Tel .088－685－7101
Fax.088－685－2900
Tel .088－686－2321
Fax.088－686－2321
Tel .088－655－1122
Fax.088－641－0006
Tel .088－626－1700
Fax.088－655－4454
Tel .088－652－0188
Fax.088－652－0211
Tel.090－1326－0373
Fax.088－677－6116
Tel .0883－52－0027
Fax.0883－52－5828
Tel .0883－53－8551
Fax.0883－53－8550

Tel .0884－23－3988
Fax.0884－23－5002

〒779－1293
阿南市那賀川町みどり台1－1
〒774－0023
阿南市橘町幸田92－２
〒773－0001
小松島市小松島町字外開7－1
〒773－0001
小松島市小松島町領田10－1 キダブン内
〒770－0941
徳島市万代町３丁目5－1
〒770－0831
徳島市寺島本町西1－60－1
〒770－0923
徳島市大道１丁目61－1
〒770－0941
徳島市万代町３丁目5－1

〒778－0001
三好市池田町ウエノ3050－1
〒776－0010
吉野川市鴨島町鴨島471－2
〒772－0017
鳴門市撫養町立岩字四枚74番地
〒772－0002
鳴門市撫養町斎田字大堤5－5
〒770－0833
徳島市一番町3－16－3
〒770－0932
徳島市仲之町3－27－6 エムエフビル1F
〒770－0831
徳島市寺島本町西１丁目61
〒770－0824
徳島市南出来島町2－9
〒779－3741
美馬市脇町字曽江名215－1
〒779－3610
美馬市脇町大字脇町8－5

〒774－0030
阿南市富岡町トノ町113－3

コートベール徳島ゴルフクラブ
12：00～13：00

ベイサイドホテル龍宮
12：30～13：30

菊 寿 殿 お が わ
12：30～13：30

花 み づ き ホ ー ル
19：30～20：30

徳島グランヴィリオホテル
12：30～13：30

ホテルグランドパレス
12：30～13：30

徳島ワシントンホテルプラザ
12：30～13：30

徳島グランヴィリオホテル
12：30～13：30

レストハウス　ウエノ
12：30～13：30

セントラルホテル鴨島
12：30～13：30

㈱テレビ鳴門ペガサスホール
12：30～13：30

ホテルアド・イン鳴門
12：30～13：30

阿 波 観 光 ホ テ ル
12：30～13：30

ホテルクレメント徳島
12：30～13：30

ホテルクレメント徳島
12：30～13：30

ホテルサンシャイン徳島アネックス
12：30～13：30

喫 茶 八 千 代
12：30～13：30

レ ス ト ラ ン 西 岡
18：30～19：30

ホ テ ル 石 松
12：30～13：30

水

木

金

水

水

月

木

金

火

金

月

火

金

水

火

金

木

火

火

阿南中央

阿 南 南

小 松 島

小松島南

徳 島

徳 島 北

徳 島 東

徳 島
プリンス

阿波池田

Tel .088－665－8117
Fax.088－665－3919

〒771－0117
徳島市川内町鶴島375－1

徳島眉山ロータリークラブ事務局会議室
19：00～20：00月徳島眉山

御 所

鳴 門

鳴門中央

阿波徳島

徳島中央

徳 島 西

徳 島 南

脇 町

美 馬

阿 南

電話番号・FAX所　　在　　地例　会　場例会日クラブ名

徳

島

第

二

分

区

徳

島

第

一

分

区

第2670地区
徳島第Ⅰ、第Ⅱ分区他クラブ例会場一覧表
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ロータリーソング

「奉仕の理想」

奉仕の理想に　集いし友よ

御国に捧げん　我等の業

望むは世界の　久遠の平和

めぐる歯車　いや輝きて

永久に栄えよ　我等のロータリー
　　　　　　　　　　ロータリー

「それでこそロータリー」

どこで会っても　やあと言おうよ

見つけた時にゃ　おいと呼ぼうよ

遠い時には　手を振り合おうよ

それでこそ　ローローロータリー

「手に手つないで」

１．手に手つないで　つくる友の輪

輪に輪つないで　つくる友垣

手に手　輪に輪

ひろがれ　まわれ　一つ心に

おゝロータリアン　おゝロータリアン

２．手に手つないで　つくる友の輪

輪に輪つないで　つくる友垣

手に手　輪に輪

ひろがれ　まわれ　世界と共に

おゝロータリアン　おゝロータリアン





2020年7月1日発行
環境に配慮し再生紙を使用しています
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